







これまで研究対象とされること 少なかったテクストでもある。本稿では、同時代の 脈を参照しつつ「高原」のテクストに内包された諸問題の発見を試みる。また、同時代状況が作品に与えた影響、およびそれが左右 た作品の行方を探ること よって、他の軽井沢 学とは一風変わ雰囲気を持つ「高原」の特徴を描出 い。
一　
避暑地としての軽井沢の始まりは、明治一九年に遡る。
この年、カナダ生まれの宣教師アレキサンダー ・ クロフト ・ショーが軽井沢を訪れると、それを嚆矢として次々に宣教師たちの別荘が建てられた。以降、軽井沢は国際的な避暑地として発展し、多くの政治家や駐日大使などが夏を過ごす聖地とされていく。これが近代軽井沢の黎明期である。　
その後、大正二年には「軽井沢避暑団」が発足し、軽井






















引き揚げが始まり、 避暑地にも戦争状況が前景化してくる。翌一三年には日独防共協定の影響によりヒトラー・ユーゲントが来軽。これは同年八月二四日付の『東京朝日新聞』において「軽井沢ナチス一色」という見出しで報じられている。また、連合国との緊張が高まる昭和 六年には英米人の別荘は没収され、撤退する英米宣教師たち 代わってドイツ人が増加。軽井沢は、英米蘭領を抜け出した枢軸国側の避難所のような様相を呈することになった。　
川端はこうした軽井沢の現実を題材として「高原」連作




























































「雪国」が同時代におけるナショナリズムの高まりや外地への出征という社会情勢を背景として評価されたと う状況だ。純日本的なイメージを想起させるトポス（＝越後湯沢）を舞台とした「雪国」は、戦時下の日本人が帯びていた愛国精神に適合しうる作品であった 同時代の読者が希求する純日本イメージに適っていたの 。　
それとは対照的に、 「高原」の舞台である軽井沢は異国































現実に即した時局的な軽井沢を選択した。しかし、川端は刻一刻と移り変わる戦時下 軽井沢を描き切れず、同時に「故郷」たりえない舞台設定は時代の求める作風から逸脱し、 「高原」は途絶 いくのである。そ こそが、日本古来の自然が残るトポスを描く 「故郷」を思わせる作品と て成立した「雪国」と 最大の相違点であろう。　
ただし、 「高原」は決して「故郷」という問題を無視し



























この年四月には、 「ヒトラーの東方政策」 （ 『革新』



































の美少女への、い にも川端的なすべてを忘れたような感覚的憧憬、 そして、 この世界にすべて人種差別がなくなり、混血の世界が現出 たら、という夢が語られてい 。本質的なコスモポリタニズムといっ いい」
一七
と述べるが、
この「すべてを忘れたような感覚的憧憬」 可能としているのがフランスの「血」なのではな か。日仏混血児とうキャラクターは、フランスという国が想起させる同時代イメージを考慮した上で 演出だ 判断できるのであ 。主人公の須田は、一度目 結婚に失敗 心の隙間を「空想的なもので充たしているようなところもある」 男であり、フランスの象徴性が彼 空想癖を刺激するのは不思議ではない。　
また、フランスとの混血児を設定することで、朝鮮やユ




であるかどうかには疑問が残る 川端は混血児を 「美しい」と評す一方で、その描写を細かく見ていくと、須田が美を感じているのは「日本風な肌の色 頬」であるし、そもそも髪を除いては「あまり混血児らしいところはない」らしい。その上、フランスの「血」 強く出ている髪については 「たうもろこしの毛の枯れたように汚く」 と語っている。須田の価値観はむしろ「日本風」の に主軸 置かれ、フランスの要素はあくまでそれを補佐するものと て機能しているのではないか。この在り方 本質的 コスモポリタニズム」とまでは言えないようである。　
こうした点に着目すると、フランスの要素が単なる憧憬
としてのみ捉えられていたというのは論を急ぎ過ぎだろう。フランスと 混血は芸術や自由のイメージを強調する一方で、異国の「血」に日本的なも を幻視す には格好の題材になり得たのではないか。混ざり合う 血」が日本の要素を更に高めると う明らか 空想︱︱こ した在り方を須田に見ることも、解釈とし 可能であろ 。四　「高原」に現れる「血」の問題は、混血児の場面だけに
留まらない。テクスト全体を貫いて語られる須田の結婚という話題も、 「血」 の問題に収斂されるべき物語要素だろう。　
作中、戦時下にも関わらず軽井沢で陽気に過ごす避暑客















の人と結婚したら、どんな風な 庭生活 す になるのか、見当がつかぬのだつた」と語る。洋子 短いパンツにソツクス」で会いに来るような、当世風の女性であることが須田を戸惑わせていた。するとここで、更 須田を驚愕させる女性が登場する。洋子の友人である桂子だ。　
新婚にも関わらず、桂子 夫が出征するとオートバイを
















残したいという欲求に駆られるのである。洋子に対して一抹の不安を抱えながらも、 「どうしても二十一二としか見えぬ若々 さ」に惹かれて 須田は結婚を望み始めるのだ。　
だが須田の求婚に対し、洋子の反応は曖昧である。


























和一二年 ら一四年にかけてのことで、日中戦争を契機として日本が大陸への進出を加速させる時期である。そこには無論、日本人による植民地支配とい 構図 存在す
だが、そうした同時代状況と見比べると須田の空想は非現実的で、 時局に批判的な思想 取れてしまうかも知れない。　
しかし先述した通り、須田は同時代のリアリズムも持ち




須田は 「四十ヵ国程の人種が雑居」 する軽井沢を見て、 「世
界中到るところが、年中かういふ風にあらゆる人種 自由な雑居であるならば、世界はいまより平和 あらうか」と空想しているが、 のような考 同時代 スローガンに合致するものでは だろうか。もちろん、それ けを理由に須田が戦争を奨励しているという極端な解釈をするつもりは毛頭 いが、羽鳥一英の「この世界にすべて人種差別がなくなり混血の世界 現出したら、とい 夢が語られている」という言及におけ 須田の「夢」は、日中戦争の大義名分と通底する危うさを持っているとも言えよ 。　
結婚の失敗を予期し、洋子ではなく混血児の方に価値を
























































にみる『雪国』の同時代的言説」 『名古屋大学国語国文学』 （平成二三年一一月）によれば、国家的な温泉利用が推奨された戦時下において、 「雪国」は日本を想起させる「温泉文学」として読まれたと分析されている。
八
　







































































健 「川端康成︱︱戦時下満洲の旅をめぐって︱︱」 『國學院雜誌』 （國學院大學綜合企画部・平成一六年一一月）などが挙げられる。
（おおはし
　
りょうや）
